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《 業 種 別 総 括 》 

                              22年 6月 

 

〔漁業〕 

・６月水揚げは、漁獲量、金額ともに前年を上回った。 

〔軽種馬生産業・農業〕 

・軽種馬生産業は、当月1回のセリ市場開催があり売却頭数､金額ともに前年を下回った｡1番牧草

は、生育は回復したが出穂の遅れなどで収穫作業に若干の遅れがみられる。 

・農業は、野菜類は生産が本格化し順調な出荷状況。果物類は一部地区のイチゴ生産が前年比出

荷量で上回り、出荷金額で横ばいとなった。花卉は前年比出荷数で下回り、出荷金額でやや上

回った。 

・黒毛和牛は、三石、えりも地区総体の出荷が頭数、金額ともに前年を下回った。 

〔建設業〕 

・６月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は前年比件数で下回り、金額で上回った。 

・６月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は前

年を上回った。一方、前年の経済対策補正事業等による発注規模拡大の反動などから全体的に

動きには鈍さもみられる。 

・６月の建築確認申請(新ひだか～広尾地区)件数は前年を下回った。ハウスメーカー参入もあり

地元業者では低調な動き。 

〔小売業〕 

・食料品は､コンビニは売上が前年並～前年を下回った。スーパーでは売上がほぼ前年並で推移

した。衣料品は､一部地区でやや好調もみられたが全般的に需要は弱く低調な動き。家電製品

は､薄型テレビが引続き好調な一方、一部地区で需要弱まりもみられる。家具製品は､売上が

前年を上回った。新車登録台数は、前年を上回った。 

〔雇用〕 

･６月の月間有効求人倍率は、前年比求人数､求職者数ともに増加し、求人数の増加割合が求

職者数を上回り0.03ポイント上昇となった。前年を上回るのは今年に入り3月期以来2度目。 

〔総括〕 

以上､６月の地区内は､漁業は漁獲金額が前年を上回った。軽種馬生産業馬取引はセリ市場売

却金額が前年を下回った。農業はイチゴ出荷金額が前年比横ばい､花卉出荷金額が前年をやや

上回った。野菜類は生産が本格化し順調な出荷状況。黒毛和牛出荷金額は前年を下回った。建

設業は6月公共工事発注が前年を上回った一方､動きには鈍さもみられる。個人消費はやや好調

な需要も一部みられるが全般的に動きが弱い。雇用面は、月間有効求人倍率が前年比上昇した。 
 

６月の地区内経済概況は、漁業漁獲金額、一部農業出荷額等で前年を上回る一

方、軽種馬生産業馬取引等では前年を下回り、建設業は6月公共工事発注が前年

を上回るものの動きには鈍さもあるなど、全体的にやや低調感がみられる。 

 

 



２ 

 

＊〔沿岸漁業〕なまこ､たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､さけます流し漁等。 

総漁獲量 4046ｔ・金額 1164百万円（前年同月比 1543ｔ増・255百万円増）。 
 

 

さけます流し網漁は、664ｔ・303百万円(前年同月比104ｔ増・57Ｍ増) 

定置網漁は、591ｔ・177百万円(同273ｔ増・76Ｍ増) 

かれい漁は、203ｔ・36百万円(同65ｔ増・3Ｍ増) 

たこ漁は、485ｔ・182百万円(同272ｔ増・81Ｍ増) 

つぶ漁は、447ｔ・110百万円(同184ｔ増・13Ｍ増) 

うに漁は、15ｔ・13百万円(同増減なし・2Ｍ減) 

たらすけそう漁は、1373ｔ・75百万円(同652ｔ増・29Ｍ増) 

なまこ漁は、26ｔ・94百万円(同4ｔ減・27Ｍ増) 

ほっけ漁は、59ｔ・9百万円(同44ｔ増・7Ｍ増) 

海藻漁は、14ｔ・45百万円(同6ｔ増・24Ｍ増) 

昆布出荷は、82ｔ・98百万円(同62ｔ減・61Ｍ減) 
 

・６月の水揚げは、昆布出荷で前年を下回ったが、それ以外のほとんどの漁で前年を上回り、

特にさけます流し網漁、定置網漁、たこ漁、つぶ漁、たらすけそう漁等で大きく増加し、

総漁獲量、金額ともに前年を上回った。魚価は､前年比さけます(さけます流し網)、なまこ､

ほっけ、海藻、昆布等で値を上げ､さけます(定置網)、かれい、たこ、つぶ、うに、たらす

けそう等で値を下げた。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は、例年みられる時期的な昆布需要の落込みなどからやや弱めの動き。原料昆布

の市場出荷平均価格は前年比高値が続き、対前月比で低下傾向にあった価格もやや上昇に

転じた。 

・鮮魚加工は、たこ、つぶ、さけます等が中心で、一部に上向きの動きもあるが全般的に需

要に強まりがみられず前年並～前年をやや下回る動き。 

 

（対象は静内･三石･浦河・様似・えりも・広尾地区）（ｔはトン、Ｍは百万単位を表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・馬取引は、当月1回のセリ市場開催があり、新冠～えりも地区は24頭、183百万円の売却で 

前年比頭数で4頭、金額で7百万円下回った。1番牧草は、6月の好天で生育は回復したが出 

穂の遅れなどで収穫作業に若干の遅れがみられる。 

＊〔農 業〕 

 ・野菜類は､ミニトマト､ピーマン､アスパラ､カボチャ､葉物野菜等を生産し順調な出荷状況。 

 ・果物類は、一部地区のイチゴ生産が前年比出荷量で上回り、出荷金額で横ばいとなった。 

価格は前年比やや安値で推移した。 

 ・花卉は、出荷数で前年を下回り、出荷金額で前年をやや上回った。価格は前年比やや高値で 

推移した。 

＊〔畜産業〕 

 ・黒毛和牛は、三石地区は仔牛が出荷頭数、金額ともに前年を上回り、飼育牛がともに前年を

下回った。合計で出荷頭数は前年を上回り、出荷金額は前年を下回った。価格は前年比仔牛

が41万円で8万円値を上げ、飼育牛が88万円で8万円値を下げた。えりも地区は黒毛和牛

10ヶ月素牛が前年比出荷頭数､金額ともに前年を下回った。価格は前年比牡が43万円で横ば

い、牝が36万円で2万円値を上げた。2地区総体の出荷は、頭数、金額ともに前年を下回っ

た。 

 

 

 

 
 
 
 
＊〔公共工事〕 

 ・６月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は32件336百万円。前年比件数で3件減少し、

金額で185百万円増加した。累計金額(4－6月658百万円)では前年同期を61百万円上回っ

た。 

・６月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額は3081百万円で、前年を555百万円上回った。 

累計(4－6月7102百万円)では2804百万円下回り前年同期比28.3％の減少。(北海道建設業

信用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・６月の公共工事発注は前年を上回る動きとなったが、前年の経済対策補正事業等による発注

規模拡大の反動などから全体的に動きには鈍さもみられる。 

＊〔建築業〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は11件で前年を9件下回った。累計(4－6月)で

は前年同期を1件下回り、ハウスメーカー参入もあり地元業者では低調な動き。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数 当月11件（前年同月20件）、累計(4―6月)39件 (前年同期40件) 

 

 



４ 

 

 

＊〔木 材〕原木は、管外、本州方面出荷が中心で動きにはやや強まりもみられる。チップ材は、

前年比出荷量が4ヵ月連続増加した地区や2ヵ月連続減少した地区などバラツキがみられる。 

＊〔製 材〕建築資材等は、全般的に需要の動きが弱い一方、一部でやや強まりもみられ、ハウ

スメーカー等からの受注で売上が前年を上回った地区もあった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、イモ類、ナガネギ、キャベツ、ハクサイ、ダイコン等のほか地物産ミニトマト、

ピーマン等が入荷。価格は高値が落ちつき前月対比でやや低下に転じた。果物類は、イチゴ、

メロン、リンゴ、ブドウ等が入荷し、価格はほぼ前年並で推移した。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品は､コンビニは客単価低下のほか競合店新規出店などの影響もあり売上が前年並～ 

前年を下回った。スーパーでは売上がほぼ前年並で推移した。 

 ・衣料品は、一部地区で夏物衣料等にやや好調もみられたが全般的に需要は弱く低調な動き。 

 ・耐久消費財の家電製品は、薄型テレビが引続き好調な一方、一部地区で需要弱まりもみられ 

る。家具製品は､新築住宅関連需要などから売上が前年を上回った。新車登録台数は167台 

で前年を36台上回った。その他､生活雑貨等では売上が前年を下回った。 

 ・飲食業は、全般的に客足が弱く低調な動き。 

 ・その他、旅館業では、客足が弱く低調な宿泊状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 

 

＊〔管内の倒産〕 

・６月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は、2件の負債額3億円。倒産発生がなか

った前年に対し件数、負債額ともに増加した。累計(1－6)では前年同期を件数で1件上

回り、負債額で1億7千万円下回った。 

・６月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、2件の負債額3億円。前年比件数で横ば

い、負債額で7億8千万円減少した。累計(1－6)では前年同期を件数で4件、負債額で16

億9千万円下回った。 

＊〔道内の倒産〕 

・６月の北海道の倒産は､33件の負債額58億3千万円。前年比件数で22件､負債額で282億7

千万円減少した。倒産件数は、12ヵ月連続前年を下回った。 

＊〔全国の倒産〕 

・６月の全国の倒産は､1148件の負債額2838億5千万円。前年比件数で274件､負債額で1932

億7千万円減少した。倒産件数は11ヵ月連続で前年比減少となり、6月としては4年ぶり

に前年を下回った。負債額は5ヵ月連続で前年を下回った。 

＊〔雇用〕 

・６月の月間有効求人倍率(0.57)は、前年比求人数、求職者数ともに増加し、求人数の増加

割合が求職者数を上回り0.03ポイント上昇となった。有効求人倍率が前年を上回るのは今

年に入り3月期以来2度目。 

 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 

 6／ 6  第15回 ユニコーンステークス                   （ＧⅢ） 

       バーディバーディ号  (新ひだか町静内 千代田牧場殿生産) 

 6／12  第12回 東京ジャンプステークス                （J・ＧⅢ） 

       ギルティストライク号 (新冠町 ノースヒルズマネジメント殿生産) 

 6／13  第27回 エプソムカップ                     （ＧⅢ） 

       セイウンワンダー号  (新ひだか町三石 筒井征文牧場殿生産) 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内･新冠地区、新ひだか町三石地区、様似地区､えりも地区、広尾地区

倒産・雇用状況 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成22年6月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,657 -98 -3 2,598 -26 -1

日 高 町 13,832 -195 2 6,646 -53 -1

新 冠 町 5,855 -21 1 2,624 2 -1

新 ひ だ か 町 25,783 -272 -16 12,346 25 -4

浦 河 町 14,274 -186 -13 7,072 -4 -4

様 似 町 5,252 -93 -12 2,324 -10 -6

え り も 町 5,526 -81 -3 2,196 -23 -4

広 尾 町 8,092 -86 -3 3,503 13 -1

大 樹 町 6,058 -81 -6 2,630 -3 -6

日高･十勝地区合計 90,329 -1,113 -53 41,939 -79 -28

札 幌 市 1,909,270 6,502 309 898,960 11,429 567

江 別 市 122,120 -430 -1 53,396 340 63

石 狩 市 61,051 -202 5 26,321 249 18

北 広 島 市 60,692 -114 -24 25,948 277 24

恵 庭 市 68,715 191 -58 30,216 356 -75

千 歳 市 93,583 399 -83 44,345 487 -112

石狩地区合計 2,315,431 6,346 148 1,079,186 13,138 485

苫 小 牧 市 174,032 264 -19 82,368 1,022 63

厚 真 町 4,892 -15 3 2,052 19 2

む か わ 町 9,787 -93 -11 4,510 -1 -1

胆振地区合計 188,711 156 -27 88,930 1,040 64

営業区域合計 2,594,471 5,389 68 1,210,055 14,099 521

(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成22年6月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道

月 間 有 効 求 人 数 648 47,629 15.51 12.61 7.64 1.37 

月間有効求職者数 1,143 130,413 9.90 -2.20 -1.47 -3.84 

月間有効求人倍率 0.57 0.37 0.03 0.05 0.05 0.02 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成22年6月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 11 -9 -2 

(新ひだか町～広尾町) 22/4～22/6 累計 39 -1 

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成22年6月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地 区

苫小牧管内 2 30 0 -78 製造業2件 新ひだか町1件 

浦河町1件 うち新冠町～えりも町 2 30 2 30 

北 海 道 33 583 -22 -2,827   

全   国 1,148 28,385 -274 -19,327   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 



 

７ 

５ 浦河町・新ひだか町静内 金融機関預金･貸出金残高(平成22年6月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

121,335 2.59 1.21 62,958 -3.58 0.22 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町静内 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 22年6月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 431 -30.48 6.42 

交換金額 909 -15.52 13.91 

不渡り手形枚数 1 0.00 -88.89 

不渡り手形金額 0 － -100.00 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
22年6月の 登 録 22／1月～22／6月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 15 -2 -1 123 20 

新ひだか町 72 16 8 451 72 

浦 河 町 43 13 12 238 59 

様 似 町 23 4 7 94 11 

え り も 町 14 5 -4 109 17 

合 計 167 36 22 1,015 179 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  6月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間

浦   河 14.5 103.0 145.4 1.5 100.3 98.8

広   尾 13.9 74.5 132.3 1.8 45.8 104.8

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成22年6月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 - - - - - - 

新ひだか町三石 31,451 4.72 17,589 0.51 49,040 3.17

浦 河 町 67,630 0.08 29,790 2.78 97,420 0.89

様 似 町 26,313 -1.92 11,323 -1.73 37,636 -1.86

え り も 町 27,996 0.51 13,714 -4.30 41,710 -1.12

広 尾 町 36,777 2.53 13,707 0.11 50,484 1.86

＊ 広尾町は22年5月分                             (資料出所：各町) 

 



 

８ 

 

日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林業、

水産業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、農業分野の取組について紹介します。 
 

管内農業の生産構造改革（軽種馬生産からの複合化・経営転換） 
 
  日高管内は、軽種馬の国内生産頭数の約80％を占める全国一の生産地帯ですが、軽種馬生産を 

巡る厳しい情勢を踏まえ、強い馬づくりを推進する一方、軽種馬中心の経営から野菜、花き、肉

用牛等を導入した複合化または経営転換により経営改善を図る例が増えています。 

１ 現状（これまでの取組み） 

 軽種馬生産からの複合化・経営転換戸数は平成14 年度以降150 戸以上。農業産出額に占め

る軽種馬の割合は平成13年に68％でありましたが、平成18年は63％と約５ポイント減少

し、野菜・花き、肉用牛が増加しています。 

 複合化・転換の相手作目としては、管内の気象条件や既存の生産環境を活かすことができる

肉用牛（黒毛和種）生産に取り組む生産者が多く、平成 14 年度以降に複合化・転換した経

営のうち約５割強です。 

 南北海道市場（白老町・21年12月より安平町）における管内産黒毛和種取引頭数・販売金

額は続伸しており、先進地域であった胆振管内を頭数・販売金額ともに追い越すレベルにま

で成長しています。 

 飼養管理技術や市場流通の課題の整理及び対応についてオール日高としての取組を推進す

るため、平成19年度に支庁において設置した「日高和牛産地育成検討会」を、平成21年度

から生産者主体の組織に移行させ、より産地に密着した活動を展開しています。 

２ 課題・問題点 

  景気低迷による枝肉価格の低落傾向が、素牛価格にも影響しています。 

  全国流通や市場価値を高めるために、一定の量と品質を確保した広域の産地形成を図る

必要があります。 

３ 今後の方向性（日高和牛産地育成検討会における検討事項） 

  肉用牛の生産振興については、軽種馬からの転換・複合化による新規参入の初期段階か

ら、安定・拡大期に移行したと認識しています。新規参入組については、飼養管理の中

だるみによって技術の平準化が損なわれる懸念もあるため、関係機関によるアフターケ

アの体制整備が重要となっています。 

  各関係機関が一体となり、飼養管理技術・生産流通体制・ブランド化等の課題を整理し

た上、低コスト化・付加価値の向上・他産地との差別化を図るための検討を行います。 

  宮崎県における口蹄疫発生により、今後、我が国の家畜の流通に大きな変動が見込まれ

ることから、中長期的な視点に立った産地形成のための議論を活発化させる必要があり

ます。 

◎　複合・転換戸数（H14～21） ◎ 南北海道家畜市場における黒毛和種取引状況
H15 H19 H20 H21

取引頭数 日高 2,589 4,221 4,441 5,284
胆振 4,144 4,245 4,149 5,125

複合・転換 157 90 59 12 販売金額 日高 1,051 2,107 1,760 1,849
うち複合 137 82 49 10 胆振 1,701 2,135 1,649 1,649
うち転換 20 8 10 2 （単位：頭、百万円）

（単位：戸）

戸数計 うち
肉用牛

うち
野菜・花き

うち
その他畜産



 

９ 

 

※ 静内地区、様似地区の店舗統廃合のご案内 

  平成22年8月6日（金）の営業をもちまして、静内地区で山手支店を静内支店に、様似地区で様似
支店を大通支店にそれぞれ統合することになりました。これまでの山手支店、様似支店のご利用に厚
くお礼申し上げますとともに、今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。  
  ○ 山手支店 ⇒ 静内支店に統合 
  ○ 様似支店 ⇒ 大通支店に統合（統合後、大通支店は名称が変わり様似支店となります） 
  ○ 山手支店、様似支店発行の通帳、証書、キャッシュカード等は、それぞれ統合先店舗（静内支店、 
     大通支店）で引続きご利用いただけます。 
     ＊預金口座番号は変わりません 
     ＊自動振替の変更手続は必要ありません  
 ※ ご不明な点がございましたら、お気軽に窓口担当者にお尋ねいただくか、お電話にてお問い合 
   わせください。 
     ・お問い合わせ先…静内地区 静内支店 ℡0146－42－1531     様似地区 大通支店 ℡0146－36－2341 
                         山手支店 ℡0146－42－5611            様似支店 ℡0146－36－3325 

 
※ 「カーライフキャンペーン」 期間延長し実施中 
     エコカー特典付！ エコカー新車購入で金利さらに 0.20％引下げ 
 

 ◎ キャンペーン期間 ： 平成22 年9 月30 日まで 
 ◎ 資金使途 ： 自家用車購入、オートバイ購入、免許取得資金、車検費用、修理費用など。 
 ◎ 融資金額 ： 500 万円以内。 
 ◎ 融資期間 ： 7 年以内。但し、しんきん保証基金保証の場合は 8 年以内。 
 ◎ 返済方法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。半年毎ボーナス併用返済も利用できます。 
            元金据置期間6 ヶ月以内。 
 ◎ 融資金利 ： 変動金利 ～ ・基準金利 4.50％ 
                     ・最優遇金利 3.10％ 取引内容により利用できます。 
                     ※エコカー新車購入でさらに 0.20％引下げとなります。 
 ◎ 保 証 料 ： ジャックス保証 1.30％、オリコ保証 1.30％、しんきん保証基金保証 1.10％ 
 ◎ 融資対象 ： 満20 歳以上65 歳以下の方。但し、ジャックス保証の場合は融資完済時年齢が 70 歳以下の方。 
            保証会社（ジャックス、オリコ、しんきん保証基金）の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 「金融円滑化相談窓口」、「苦情相談窓口」を本年1 月に設置しました。 
 
  当金庫は、中小企業等の金融円滑化対策の一環として、中小企業や個人事業主のお客様、住宅ロ 
 ーンご利用のお客様から資金繰りのご相談に幅広くお応えする「金融円滑化相談窓口」と、ご相談に 
 対する窓口へのご要望や苦情について「苦情相談窓口」を設置しました。 
 どうぞお気軽にご相談ください。 

     『金融円滑化相談窓口』 
   設置場所 ： 各営業店および営業推進本部審査課 
            ※営業推進本部審査課 ℡ 0146－22－7661 
   受付時間 ： 当金庫営業日の午前9 時～午後5 時まで 

     『苦情相談窓口』 
   設置場所 ： 経営統轄本部法務課 
            ※経営統轄本部法務課 ℡ フリーダイヤル 0120－078－390 
   受付時間 ： 当金庫営業日の午前9 時～午後5 時まで 

 
※ 当金庫ＡＴＭコーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています。  

  全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利 
 用し振込を指示する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナー 
 での携帯電話の使用を全面的に禁止とさせていただいています。 



 

 

 
 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

  ※ 旧 大通支店…平成22年8月6日(金)の営業をもって大通支店は名称が変わり様似支店になります。 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 山手9：00～15：00

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･大通支店・えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00

 

店外ATM 

浦河役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00

マックスバリュー静内店ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

経営統轄本部調査課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4116 

FAX (0146)22-0994 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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